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内集団他者／外集団他者に対する表出的な自己謙遜の探究
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The exploration of exhibited self-effacement for 
in-group/out-group members: 
The relationship with self-related concepts and self-monitoring traits 
Risa FUNAKOSHI Kimihiro SHIOMURA 
Abstract 
The purpose of the present research is exploring Japanese adolescents' self-e旺acementfor in-group/out-group 
members. Two-hundreds and eleven Japanese university students (83 males and 128 females) participated in the 
research. The relationship of exhibited self-e旺acementfor in-group/out-group members with cultural self, self.開
monitoring, self-esteem, and IOS (The Inclusion of Other in the Self) was investigated. Main measures are shown 
below: The scale for exhibited self-e旺acementfor in-group/out-group members (items in the self-e旺acementsub-
scale, from Morisaki, 2002); Independent/interdependent self-construal scale (Takata, 2000); Self-monitoring scale 
(Snyder, 1974) ; Self-esteem scale (Rosenberg, 1965) ; IOS (The Inclusion of Other in the Self) scale (Aron, 
Aron, & Smollan, 1992). The results of multiple regression analysis revealed that 1) the di妊erentpredictors were 
shown to self-e旺acementfor in-group members and out-group members, 2) interdependent self-construal, 
generally regarded as a dominant construal for Asians including Japanese did not predict neither self.”effacement 
for in-group members nor self-effacement for out-group members, 3) extraversion and other-directedness, these 
are sub-dimensions of self-monitoring trait, predicted self-effacement for both in-group members and out-group 
members. These findings suggest that in Japanese adolescents' exhibited self-e妊acementfor in-group/out値group
members was not a direct consequences of cultural self-construal, but exhibited self-effacement was a multicausal 
consequences of self-related concepts and some typical interpersonal values as typified by self-monitoring trait in 
this research. 
問題
私たちは、対人関係における他者とのさまざまな相
互作用を通じ、他者を認識し自己を認識する。そして
他者に対して表出される態度や行動は、所属している
社会や文化において望ましいとされ、他者から望まれ
た価値や規範に基づいたものが志向される。私たちが
他者との相互作用において表出する態度や行動は、社
会や文化において志向されていることと自己に対する
自身の認識とをどのように反映したものであろうか。
ある文化において歴史的に作り出され、暗黙に共有さ
れている自己についての前提や通念を文化的自己観
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(cultural self）と呼ぶ（北山、 1998など）。代表的な文
化的自己観として、相互独立的自己観（Independent
construal of self）と相互協調的自己観 （Inter-
dependent construal of self) があげられる。前者は、
自己を他者から分離した独自の実体としてとらえるも
ので、西欧文化圏において一般的であるとされる。後
者は、自己を他者と互いに結びついた人間関係の一部
としてとらえる考え方であり、日本を含むアジア文化
圏において 一般的であるとされる（Markus& 
Kitayama, 1991）。また、相互協調的自己観が支配的
であるとされる文化では、自己を誇らず謙遜して振舞
うことが望ましいとされる「謙譲の美徳jのような社
会的規範が浸透し、自己謙遜傾向が強いと言われてい
る（高田、 2004）。
しかし、近年の研究から文化的自己観が必ずしもあ
る文化に属する全ての個人の自己観に直接的に反映さ
れているわけではないことが指摘されてきている（例
えば星野（2002）、高野・楼坂（1997）など）。これに
ともない、相互協調的自己観が支配的であるとされる
文化において特徴的とされる自己謙遜（self-
effacement：自己卑下）の傾向についてもいくつかの考
慮しなければならない知見が報告されてきている。村
上・石黒（2005）は、謙遜は謙遜を行う者と謙遜を受
ける者との両者の相互作用として生じるものであり、
謙遜を行う者のみの自己観や社会規範に関わる問題で
はないと指摘している。この点に関して吉田（2005)
は、自己謙遜をすることで相手から良い評価を得られ
ることを期待し、その相互作用が精神的健康につなが
ることを示した。また安藤（1994）は、日本人は謙遜
することが望ましいと学習していると論じ、謙遜する
ことが他者から好意的な印象をもたれることにつなが
るという自己呈示における印象操作動機としての側面
を強調している。
本研究では、上記の指摘や知見を背景として、自己
謙遜表出をある文化に支配的であるとされる文化的自
己観によって直接的に反映されたものとしてとらえる
のではなく、個々人に内面化された文化的自己観に
よってガイドされた自己呈示行動のー側面としてとら
え、自己と他者との関係性、すなわち内集団他者／外
集団他者それぞれに対する表出的な自己謙遜に焦点を
あてて検討する。日本人の自己謙遜表出については高
田（2004）が述べているように、社会規範として作用
する公的場面での自己呈示にかかわる問題であって、
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自己の認識自体には自己高揚志向があるとする知見や
見解も多い。具体的には村本・山口（1997）は、内集
団への帰属を行うさいには、自己への帰属の場合にみ
られるような謙遜的な傾向がみられないことを示し、
その結果から集団評価のさいには自己謙遜規範がはた
らかないため、内集団を高揚的に評価することで間接
的な自己高揚が行われているとした。また、吉田・浦
(2003）は、日本文化における自己呈示規範として自己
謙遜呈示と同様、自己高揚呈示も存在するとし、その
どちらを内面化しているかの程度には個人差があるこ
とを指摘している。
そこで、本研究では自己謙遜表出と文化的自己観に
関連を有しうる個人差変数との関連性について検討す
るとともに、自己謙遜表出を自己呈示行動のー側面と
して考えるさい、セルフ・モニタリング（self-
monitoring）特性との関連についても検討する。セル
フ・モニタリングという考え方は、 Snyder(1974）に
より提唱されたものであり、対入場面における自己呈
示や感情表出を調整・統制する特性を指す。また、セ
ルフ・モニタリングをどの程度行うのかについては個
人差が指摘されており、セルフ・モニタリング傾向が
高い者は、状況に応じて自己呈示や表出行動を使い分
ける傾向が強く、逆に低い者は状況にかかわらず一貫
した行動をとりやすいと考えられている。自己謙遜表
出が文化的自己観を直接的に反映したものであるとい
うより、自己呈示にかかわる表出的行為の問題である
ならば、自己謙遜表出はセルフ・モニタリング特性の
個人差とも関連を有するものと予測する。
加えて、日本文化においては自己謙遜が文化的価値
や規範として日本人に内在化されており、自己謙遜表
出には自己呈示と自己評価どちらの側面も相互に影響
していると考えられることから、自己謙遜表出は自尊
感情とも関連を有すると予測する。日本人の対人関係
については、ウチ（内集団他者）に対してとソト（外
集団他者）に対してとで差異化がなされており、ウチ
とソトの人間に対してでは態度や行動が異なることが
指摘されている（例えば土居（1971）、守崎（2002）な
ど）。前述したように、日本人の自己謙遜表出が社会
規範として作用する公的場面での自己呈示にかかわる
問題であり、また内集団他者であるか外集団他者であ
るかによって態度や行動が異なるならば、自己謙遜表
出と自尊感情との関連性は、外集団他者に対する場面、
すなわち一般に自己謙遜表出が社会的にも期待される
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場合において強く関連を有するものと予測する。
さらに安藤（1994）は、謙遜することすなわち控え
めに振舞うことは「女性らしさ」に通じるため、女性
は自己呈示の方略として謙遜するという自己呈示の側
面をもっ傾向にあることを指摘し、社会的にもそのよ
うな性役割に対する期待があることを示している。具
体的には、ある社会的場面において女性にとって「女
性らしさJが必要とされる場合、女性は自己呈示とし
ての自己謙遜表出傾向が強いと考えられる。このよう
に自己呈示の方略として性役割機能差が示されている
ことから、自己謙遜表出の性差についても検討する。
またMarkus& Kitayama (1991)は相互独立的－相
互協調的自己観の議論において、自己－他者関係の形
成とその認識のされ方は、所属している文化において
形成される文化的自己観によって強力に規定されてい
るものであると論じている。この点に関して高田
(2004）は、文化的自己観はある集団の成員に共通する
価値や観念のシステムである社会的表象（social
representation）であることを強調している。また前
述したように、ある文化に属する個人が一様な文化的
自己観を有しているわけではないことを指摘する研究
が増加してきている。それゆえ文化的自己観とは独立
した概念として、自己－他者関係性のあり方について
も検討する必要があると言えよう。
それゆえ本研究では、自己と他者との関係性につい
て、近年注目を集めているIOS (The Inclusion of 
Other in the Self）尺度の5類型を用いて測定し、内集
団他者／外集団他者／一般的他者それぞれ3つの関係
性において、自己と他者との関係性がどの程度重複し
ているかにより、内集団他者／外集団他者それぞれに
対する自己謙遜表出に相違がみられるかどうかについ
ても検討を行う。
方法
被調査者東北地方の四年制大学に在籍する日本人
大学生211名（男性83名、女性128名）を対象に質問紙
調査（自記式集合調査法）を行った。
質問紙の構成
内集団他者／外集団他者それぞれに対する自己謙遜
泉本（1982）の自己呈示尺度をもとに守崎（2002)
が作成した自己呈示行動尺度（39項目）のうち、「自己
卑下J下位尺度を構成する 7項目について、 5件法で
???
??
評定を求めたD
本研究において守崎（2002）の尺度を採用した第一
の理由は、自己謙遜表出が自己呈示行動のー側面であ
ることを重視しているためである。第二に、文化的自
己観と自己呈示行動との関連について検討するさいに、
呈示対象が内集団他者であるか外集団他者であるかと
いうことが重要であるという守崎（2002）の主張と本
研究の目的が合致しているためである。本研究では自
己謙遜の測定について、内集団他者／外集団他者を区
別し、内集団他者として親しい友人グループの人たち、
また外集団他者としてよく知らない人たち（自分とは
関係や交流がない人たち）を想定し、それぞれの集団
の人たちに対する自己謙遜表出の程度を尋ねた。
相互独立的一相互協調的自己観尺度（高田、 2000)
文化的自己観の尺度について、木内（1995）は相互
独立的自己観と相互協調的自己観を1次元上の両極と
してとらえたが、高田（1999）は、片方の自己観が優
勢であるとき、もう一方の自己観が劣勢になる傾向は
一般的ではないとして2次元でのとらえ方を提唱して
いる。
本研究の目的は、内集団他者／外集団他者それぞれ
に対する表出的な自己謙遜と、対人関係上の多様な関
係性、すなわち文化的自己観、セルフ・モニタリング
特性、自尊感情との関連ついて検討することである。
相互独立的自己観と相互協調的自己観それぞれの機能
について検討できるように、本研究では高田（1999)
の主張を踏まえて、高田（2000）により作成された相
互独立的－相互協調的自己観尺度を用いた。本尺度は、
相互独立性10項目、相互協調性10項目からなる計20項
目で構成されており、 7件法で評定を求めた。
セルフ・モニタリング尺度（岩淵・田中・中里、 1982)
Snyder (1974）は、対人場面での自己呈示や感情表
出を調整・統制する個人差特性をセルフ・モニタリン
グと定義した。自己謙遜表出は自己呈示行動の中核的
な一概念であると考えられることから、内集団他者／
外集団他者それぞれに対する表出的な自己謙遜とセル
フ・モニタリング特性との関連を検討するために、岩
淵・田中・中里（1982）によるSnyder(1974）のセル
フ・モニタリング尺度の日本語版を用いたO
この尺度は全25項目（5件法）で構成されており、
社会的な事柄への関心が高く、社交的な傾向を示す
「外向性」尺度、ある状況で適切な行動をとることへの
関心度の高さや自己の感情の統制力を示す「他者志向
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性」尺度、場に応じてさまざまな役割を演じる傾向を
示す「演技性」尺度の3つの下位尺度からなる。
自尊感情尺度（山本・松井・山成、 1982)
Rosenberg (1965）は、自身で自己への尊重や価値
を評価する自分に対する感じ方として自尊感情をとら
えた。本研究では、内集団他者／外集団他者それぞれ
に対する表出的な自己謙遜と文化的自己観、セルフ・
モニタリング特性との関連を検討するとともに、自己
謙遜表出と自尊感情との関連についても検討する。
Rosenberg (1965）により作成された自尊感情尺度
（全10項目）は、自尊感情を測定する最も代表的な尺度
とされており、本研究では、山本・松井・山成（1982)
によるRosenberg(1965）の自尊感情尺度の日本語版
を用い、 5件法で評定を求めた。
自己－他者関係性 IOS (The Inclusion of Other 
in the Self Scale) (Aron. Aron. & Smollan. 1992) 
自己と他者との関係性についてIOS尺度を用いて測
定し、自己と内集団他者／外集団他者／一般的他者の
3タイプの他者との関係性についてそれぞれ尋ねた。
そのさい本研究では、内集団他者として親しい友人グ
ループの人たち、また外集団他者としてよく知らない
人たち（自分とは関係や交流がない人たち）を想定し、
それぞれに対する自己と他者との関係性について、こ
れら 3タイプの他者ごとにFig.lに示した5つの関係
性の中から最もあてはまるものを 1つ選ぶように求め
た。なお、一般的他者については比較・統制条件とし
て設定した。
分離型 近接型 軽度重複型 中度重複型重度重複型
⑦ ⑦⑦⑦匂⑮⑫⑫
Fig.1 自己－他者関係性（IOS）の5類型
結果
各尺度項目における内的一貫性の検討
内集団他者／外集団他者それぞれに対する自己謙遜
全7項目を用いてCronbachのα係数を算出したとこ
ろ内集団他者に対する自己謙遜ではα＝.69、外集団他
者に対する自己謙遜ではα＝.64となった。尺度を作成
した守崎（2002）の研究では、これら「自己卑下J7項
目に他項目を加え、「他者配慮型自己呈示」因子として
使用していたものであり、本研究では、「自己卑下」 7
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項目を自己謙遜表出の程度を測定する項目群として取
りあげた。自己謙遜表出に関わる項目群は内的一貫性
が十分に高いとは言い難いものの、一応の基準は満た
しているものと考えられる。
相互独立的一相互協調的自己観全20項目を用いて
Cronbachのα係数を算出したところ α＝.66であり、相
互独立性では.79、相互協調性では.75となった。尺度
を作成した高田（2000）の研究においては、 α係数は
相互独立性では.82、相互協調性では.76であり、また、
再検査相関は相互独立性では.69、相互協調性では.66
であり（ps<.001）、内的一貫性の高さが確認されたと
している。本研究においてもこれらの項目群は信頼性
の点で、基準を満たしているものと考えられる。
セルフ・モニタリング特性全25項目を用いて
Cronbachのα係数を算出したところ α＝.72となった。
また、それぞれ3つの下位尺度における α係数は、外向
性78、他者志向性.52、演技性.74となった。Snyder
(1974）のセルフ・モニタリング尺度を邦訳した岩淵・
田中・中里（1982）の研究では、 α係数は全体で.78、
外向性.78、他者志向性72、演技性.65とおおむね満足
できる値であったと指摘されている。本研究において
は、他者志向性において内的一貫性が十分に高いとは
言い難いものの、尺度としての基準を一応は満たして
いるものと考えて分析を進めた。
自尊感情全10項目を用いてCronbachのα係数を
算出したところ α＝.81となり、これらの項目群は内的
一貫性が高いと言える。
分析I
被調査者全体における分析
相関分析より、相互独立性と相互協調性との間の相
関係数はー .18(p<.01）であり、両自己観を同一次元
とみなすには不適切な値であるため、以下すべての分
析においてそれぞれを独立した変数とみなす。また、
相関分析において相互独立性は内集団他者／外集団他
者それぞれに対する自己謙遜いずれとも有意な負の相
関関係を有し（それぞ、れr= -.22ペー .15・）、相互協調
性は内集団他者／外集団他者それぞれに対する自己謙
遜いずれとも有意な正の相関関係を有した（それぞれ
r =.12+, .25”）。すなわち文化的自己観と自己謙遜表出
との関連性は、直接的な相関関係の点では、自己謙遜
表出の対象が内集団他者であるか外集団他者であるか
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によって違いは示されなかった。
次に内集団他者／外集団他者それぞれに対する自己
謙遜を従属変数とし、相互独立性、相互協調性、セル
フ・モニタリング特性の3次元（外向性、他者志向性、
演技性）、自尊感情、内集団他者／外集団他者それぞれ
に対応する自己－他者関係性（IOS）の計7変数を独立
変数としてステップワイズ法による重回帰分析を行っ
た（Tablel, 2, Fig.2）。なお、以下のすべての重回帰分
析に先立ち、多重共線性の問題について検討するため
に、独立変数間での相関係数を算出した。その結果、
絶対値で0.8を超える相関係数は見い出されなかった
ため、変数除去は行わなかった（cf.Bohrnstedt & 
Knoke, 1988）。
重回帰分析の結果、文化的自己観と自己謙遜表出と
の関連については、相互独立性が内集団他者に対する
自己謙遜との聞に有意な負の関連を示した（β＝ー .15,
p<.05）のみであり、相互協調性は内集団他者／外集団
他者それぞれに対する自己謙遜いずれとも有意な関連
は示さなかったO また、セルフ・モニタリング特性の
3次元（外向性、他者志向性、演技性）と自己謙遜表
出との関連については、外向性が内集団他者／外集団
他者それぞれに対する自己謙遜いずれとも有意な負の
関連を示し（それぞれβ＝ー .3,-.27, ps<.001）、他者
志向性が内集団他者／外集団他者それぞれに対する自
己謙遜いずれとも有意な正の関連を示した（それぞれ
β＝.13, p<.05, jJ二.3,p<.001）。さらに、自尊感情は外
集団他者に対する自己謙遜との聞にのみ有意な負の関
連を示した（β＝” .14,p<.05）。
以上のことから、自己謙遜表出の対象が内集団他者
であるか外集団他者であるかを問わず、自己謙遜表出
はセルフ・モニタリング特性の下位次元である外向性、
他者志向性との関連が明確であることが明らかとなっ
た。また、内集団他者に対する自己謙遜表出には相互
独立性が、そして外集団他者に対する自己謙遜表出に
は自尊感情の低きが関連していることが認められた。
Table1 被調査者全体における内集団他者に対する
自己謙遜の重回帰分析結果（ステップワイズ法）
独立変数 β tスコア 有意水準
相互独立性 ・.15 -2.40 .017 
外向性 ・.3 -4.80 0001 
他者志向性 .13 1.99 048 
内集団IOS ・.25 -3.95 .0001 
（なお、追加独立変数については省略した） R2=.236 
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Table2 被調査者全体における外集団他者に対する自
己謙遜の重回帰分析結果（ステップワイズ法）
独立変数 {3 tスコア 有意水準
外向性 ・.27 開3.68 .0001 
他者志向性 .33 4.76 .0001 
自尊感情 司.14 -2.1 .036 
（なお、追加独立変数については省略した） R2=.173 
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Fig.2 被調査者全体における内集団他者／外集団他者
に対する自己謙遜の重回帰分析結果
性別ごとの分析
男女別に相関分析を行ったところ、男性においては
相互独立性が内集団他者に対する自己謙遜との聞に有
意な負の相関関係（r＝・.27・）、相互協調性が外集団他
者に対する自己謙遜との聞に有意な正の相関関係（r
=.20＋）を有した。女性においては相互協調性が内集団
他者／外集団他者それぞれに対する自己謙遜いずれと
も有意な正の相関関係（それぞれrニ.21*, .31”）を有し
た。
さらに、各尺度項目得点の男女別平均点を算出した
ところ（Table3）、男性は女性よりも相互独立的であ
ること（t(154) =2.23, p<.05）、女性は男性よりも外集
団他者に対して自己謙遜表出傾向が強い（t(209)=2.80, 
p<.01）ことが示された（なお内集団他者に対する自己
謙遜について’性差は示されなかった）。
また、男女別に内集団他者／外集団他者それぞれに
Table3 各尺度項目得点の男女別平均点および標準偏差
男性 女性
平均 (SD) 平均 (SD) 
内集団自己謙遜 21.21 (4.62) 21.81 (4.41) 
外集団自己謙遜 23.94 (4.39) 25.53 (3.80) 
相互独立性 42.36 (9. 12) 39.66 (7.67) 
相互協調性 51.08 (7. 18) 50.66 (7.26) 
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対する自己謙遜を従属変数とし、相互独立性、相互協
調性、セルフ・モニタリング特性の3次元（外向性、他
者志向性、演技性）、自尊感情、内集団他者／外集団他
者それぞれに対応する自己 他者関係性（IOS）の計
7変数を独立変数としてステップワイズ法による重回
帰分析を行った（Fig.3,4）。
重回帰分析の結果、男性においては相互独立性が内
集団他者に対する自己謙遜との聞に有意な負の関連を
示した（β二－ .23, p<.05）ことに対し、女性において
は相互協調性が内集団他者に対する自己謙遜との聞に
有意な正の関連を示した（β＝.20,p<.01）。すなわち、
性別によって内集団他者に対する自己謙遜との間に関
連を有する自己観の種別が異なることが示された。
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Fig.3 男性における内集団他者／外集団他者に対する
自己謙遜の重回帰分析結果
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Fig.4 女性における内集団他者／外集団他者に対する
自己謙遜の重回帰分析結果
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Table4 自己－他者関係性（IOS）類型の度数分布集計結果
IOS類型 内集団他者関係性 外集団他者関係性
分離型 5 (2.4) 103 (48.8) 
近接型 20 (9目5) 71 (33.7) 
軽度重複型 80 (37.9) 33 (15.6) 
中度重複型 79 (37.4) 3 ( 1.4) 
重度重複型 27 (12.8) (0.5) 
合計 211 211 
注）（ ）内はパーセント
自己一他者関係性（ IOS）類型ごとの分析
自己一内集団他者関係性 自己と内集団他者との関
係性における5つの類型について度数分布集計を行い
(Table 4）、データ数が極めて少なかった「分離型」
(n =5）については分析対象とはせず、「近接型」「軽度
重複型」「中度重複型J「重度重複型」それぞれについ
て、まず相関分析を行った。さらにそれぞれの類型ご
とに、内集団他者に対する自己謙遜を従属変数とし、
相互独立性、相互協調性、セルフ・モニタリング特性
の3次元（外向性、他者志向性、演技性）、自尊感情の
計6変数を独立変数としたステップワイズ法による重
回帰分析を行った（Fig.5～8）。
相関分析の結果、「近接型」「軽度重複型J「中度重
複型J「重度重複型Jすべての類型において、自尊感
情と内集団他者に対する自己謙遜との相関係数はいず
れも負の値を示した（それぞれr＝ー.65柿，－.13nムー .30ぺ－
.26 n.s.）。
また重回帰分析の結果、内集団他者との関係性にお
いて特徴的な知見としては、「近接型」においてのみ自
尊感情が内集団他者に対する自己謙遜との間に有意な
負の関連を示した（β＝-.65, p<.001）。 つまり、内集
団他者との関係性においては自己と内集団他者とが重
複する関係性にある人たち（「軽度重複型J「中度重複
型」「重度重複型」）とは異なり、両者が近接してはい
るが重複してはいない関係性にある人たち（「近接型」）
では自己謙遜表出において自尊感情の低さが関連して
いることが認められた。
自己－外集団他者関係性 自己と外集団他者との関
係性における 5つの類型について度数分布集計を行い
(Table 4）、「分離型J「近接型」「軽度重複型Jそれぞ
れについて、まず相関分析を行った。なお、データ数
内集団他者／外集団他者に対する表出的な自己謙遜の探究
.・p<.OOl ,*:p<.O l , •·p<.05 
｜ 演技性 ｜ 
｜自尊感情｜
R2=.247 
が極めて少なかった「中度重複型」（n=3）、「重度重複
型」 （n=l）については類型ごとの分析対象とはしな
かった。さらにそれぞれの類型ごとに、外集団他者に
対する自己謙遜を従属変数とし、相互独立性、相互協
調性、セルフ・モニタリング特性の3次元（外向性、
他者志向性、演技性）、自尊感情の計6変数を独立変数
としたステップワイズ法による重回帰分析を行った
(Fig.9～11）。 外集団他者関係性「分離型」重回帰分析結果Fig.9 
｜ 演技性 ｜ 
｜自尊感情｜
R喧＝.200
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｜相互独立性｜
｜相互協調性｜
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自尊感情
R2=.417 柿＊・p<.OO l , *:p<.O l,*: p<.05 H’p<.001,**:pく.01，七pく.05
外集団他者関係性「近接型J重回帰分析結果
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Fig.10 内集団他者関係性「近接型j重回帰分析結果
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外集団他者関係性「軽度重複型」重回帰分析結果内集団他者関係性「軽度重複性J重回帰分析結果
相関分析の結果、「分離型」においては、相互独立
性と外集団他者に対する自己謙遜との聞に有意な相関
関係が示されなかった一方で（r= .03, nふ）、「近接型」
「軽度重複型Jにおいては、相互独立性が外集団他者に
対する自己謙遜との聞に有意な負の相関関係を有した
（それぞれr= -.24*, -.4＊）。
また重回帰分析の結果、外集団他者との関係性にお
いて特徴的な知見としては、「分離型」においては、
相互独立性が外集団他者に対する自己謙遜との間に有
意な正の関連を示した（β＝.20,p<.05）ことに対し、
「近接型」「軽度重複型Jにおいては、相互独立性が外
集団他者に対する自己謙遜との間に有意な負の関連を
示した（それぞれβ＝・.29,p<.Ol、β＝－.48,p<.001）。さ
らに「分離型j「近接型」において、セルフ・モニタ
リング特性の下位次元である他者志向性が外集団他者
に対する自己謙遜との聞に有意な正の関連を示した
（それぞれβ＝.4, .38, ps<.001）。
以上のことから、外集団他者との関係性においては
Fig.11 Fig.6 
.・p＜目001，＊：〆目01，本：pく05
内集団他者関係性「中度重複型」重回帰分析結果Fig.7 
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?
っ ?
間・ p<.001，柿：κ01,•: p<.05 
内集団他者関係性「重度重複型j重回帰分析結果Fig.8 
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自己と外集団他者とが分離した関係性にある人たち
（「分離型」）と両者が分離していない関係性にある人た
ち（「近接型Jと「軽度重複型」）とでは、相互独立性
と自己謙遜との関連においてその符号関係が逆転する
ことが示された。また、自己と外集団他者とが重複し
てはいない関係性にある人たち（「分離型jと「近接型J)
においては自己謙遜表出とセルフ・モニタリング特性
の下位次元である他者志向性との関連が認められるこ
とが示された。
考察
自己謙遜表出に対する文化的自己観、セルフ・モニ
タリング特性による規定関係
内集団他者／外集団他者それぞれに対する表出的な
自己謙遜と文化的自己観との関連について、相関分析
においては自己謙遜表出の対象が内集団他者であるか
外集団他者であるかによって直接的な相関関係の違い
は示されず、相互協調的自己観を強く有する人たちの
方が、内集団他者／外集団他者どちらに対しても自己
謙遜表出傾向が強いということが示された。この相関
分析の結果は、相互協調的自己観が内集団他者／外集
団他者それぞれに対する自己謙遜表出いずれとも結び
ついていることを示唆する結果である。
しかし、重回帰分析（Tablel, 2, Fig.2）においては、
相互協調性は内集団他者／外集団他者それぞれに対す
る自己謙遜いずれとも有意な関連を示さず、相互協調
的自己観は自己謙遜表出の対象が内集団他者であるか
外集団他者であるかを間わず、自己謙遜表出とは関連
が認められなかった。さらに注目すべき点として、内
集団他者に対する自己謙遜においては、相互独立性が
内集団他者に対する自己謙遜との間に有意な関連を示
し、相互独立的自己観は内集団他者に対する自己謙遜
表出と関連していることが認められた。なお、外集団
他者に対する自己謙遜については相互独立的自己観、
相互協調的自己観のいずれも関連が認められなかった。
重回帰分析による分析結果は、個々人に内面化され
ていると考えられる文化的自己観のうち、相互独立的
自己観が内集団他者に対する自己謙遜表出と関連する
ことを示していると同時に、相互協調的自己観が支配
的であるとされる日本文化においても、日本人青年に
おいては相互協調的自己観が自己謙遜の表出とは結び
ついていないことを示している。またこの結果は、日
??? 、?
本人の文化的自己観のあり方および自己謙遜表出が相
互協調的自己観によってのみ規定されるものではない
という高田（2004）の指摘と一貫するものと言える。
また、外集団他者／内集団他者それぞれに対する表
出的な自己謙遜とセルフ・モニタリング特性との関連
について検討する。重回帰分析（Table1, 2, Fig.2）の
結果より、セルフ・モニタリング特性の下位次元であ
る外向性と他者志向性が内集団他者／外集団他者それ
ぞれに対する自己謙遜のいずれとも有意な関連を示し、
自己謙遜表出の対象が内集団他者であるか外集団他者
であるかを問わず、自己謙遜表出とセルフ・モニタリ
ング特性の聞に関連があることが認められた。このこ
とから、日本人青年における内集団他者／外集団他者
それぞれに対する表出的な自己謙遜と文化的自己観の
関連性は、自己謙遜表出が文化的自己観のみによって
直接的に反映されたものなのではなく、セルフ・モニ
タリング特性とも関わりながら自己謙遜表出と結びつ
いていると言える。
自己謙遜表出に対する自尊感情による規定関係
内集団他者／外集団他者それぞれに対する表出的な
自己謙遜と自尊感情との関連について検討する。重回
帰分析の結果（Table1, 2, Fig.2）より、自尊感情は内
集団他者に対する自己謙遜においては関連が認められ
ず、外集団他者に対する自己謙遜においてのみ関連す
ることが示され、外集団他者に対する自己謙遜表出は
自尊感情の低さと結びついていることが認められた。
だたし、外集団他者関係性（IOS）における類型ごと
の重回帰分析結果（Fig.9～11）では、自己と外集団他
者との関係性が重複しているか否かにかかわらず、自
尊感情は外集団他者に対する自己謙遜表出とは関連が
認められなかった。
この点に関して、日本人は自分のもつ親密関係を肯
定的にとらえることで関係性高揚を行う（遠藤、 1997）、
身近な他者との間でお互いの自尊感情をサポートし合
う（村本・山口、 1997;Muramoto, 2003）といった方
略によって、対人関係を通じた間接的な自己高揚を行
うという知見が報告されている。またHeineら（1999)
は、日本人に対してRosenberg(1965）の自尊感情尺
度を適用した場合には、欧米人とは異なる特殊な傾向
性を示すことを指摘している。さらにKobayashi& 
Greenwald (2003）は、 IAT (Implicit Association Test) 
を用いた場合には、質問紙を用いた従来の自尊感情尺
度（Rosenberg,1965）による測定とは異なり、日本人
内集団他者／外集団他者に対する表出的な自己謙遜の探究
とアメリカ人との間で、自己を好意的に認識する程度
に差異はみられないことを指摘している。Kobayashi
& Greenwald (2003）はこの結果に基づき、自己高揚
／自己卑下傾向の文化差は内面化された自己概念では
なく、自己呈示規範によって影響された表出的行為の
問題であると結論づけている。
以上のことから、自己謙遜表出と自尊感情との関連
性は、自己評価としての自尊感情の高低といった単純
な関係のみによって示されるものではなく、自己と他
者との関係性をともなった自己謙遜表出における自己
呈示規範にも影響された複雑な関係性であると考えら
れる。自己と他者との関係の質や、 自己呈示における
自己謙遜表出に対する他者からの評価フィードバック
などが、自尊感情のあり方とどのように関係している
かについては十分に考慮すべき点であり、今後そのよ
うな観点からの検討がさらに必要であるだろう。
自己謙遜表出の性差
性別ごとの重回帰分析の結果（Fig.3,4）より、男性
においては相互独立性が、女性においては相互協調性
が内集団他者に対する自己謙遜との聞にそれぞれ有意
な関連を示し、性別によって内集団他者に対する自己
謙遜との聞に直接的に関連を有する文化的自己観の種
別が異なることが示された。また、男性は女性よりも
相互独立的であることが示され、本研究結果も文化の
違いにかかわらず一般に男性は相互独立的自己観、女
性は相互協調的自己観に沿った自己認識をもっ傾向が
あるという指摘（Cross& Madson, 1997）と一貫する
結果となった。以上のことから、性別により内集団他
者に対する表出的な自己謙遜と関連する文化的自己観
の種別が異なるという重回帰分析の結果は、男性は相
互独立的自己観に沿った自己認識、女性は相互協調的
自己観に沿った自己認識をもっという性差が、内集団
他者に対する自己謙遜表出に反映されていることを示
しているものと考えられる。
また、女性は男性よりも外集団他者に対して自己謙
遜表出が強いことが示された一方で、内集団他者に対
する自己謙遜表出については、性差は示されなかった
(Table 3）。外集団他者に対する結果は、女性の方が
自己呈示の方略として謙遜するという自己呈示の側面
を強くもっという安藤（1994）の指摘と一貫するもの
であり、外集団他者に対する場面、すなわち一般に自
己謙遜表出が社会的にも期待される他者に対する場面
において、女性が自己謙遜表出を強く示すという性役
??
?
?、?
割機能差を支持していると考えられる。
内集団他者／外集団他者関係性 (IOS）のあり方と
自己謙遜表出
内集団他者との関係性における類型ごとの重回帰分
析の結果（Fig.5～8）から、自己と内集団他者とが重
複する関係性にある人たちとは異なり、両者が近接し
てはいるが重複していない関係性にある人たちTは自
己謙遜表出をすることが自尊感情の低さと結びついて
いることが認められた。自己と内集団他者とが重複す
る関係性にある人たちにおいては、自己と内集団他者
を同一視し、両者を不可分の存在としてとらえている
と考えられる。そのため、内集団他者を高揚的に評価
することによって自己を高揚させる間接的な自己高揚
が自尊感情と密接に結びついており、自尊感情は内集
団他者に対する自己謙遜表出とは結びついてはいない
ということが考えられる。
次に外集団他者との関係性における類型ごとの重回
帰分析の結果（Fig.9～11）から、自己と外集団他者と
の関係性が重複しているか否かにかかわらず、相互協
調性は自己謙遜との間で関連を示さなかった。また相
互独立性との関連については、自己と外集団他者とが
分離した関係性にある人たちと両者が分離してはいな
い関係性にある人たちとでは、相互独立性と自己謙遜
との関連においてその符号関係が逆転することが示さ
れ、自己と外集団他者との関係性から自己謙遜表出を
とらえた場合には、相互独立的自己観が自己－他者関
係性を調整変数として自己謙遜表出と複雑に関連して
いることが認められた。
この点に関して本研究では、外集団他者との関係性
においては、相互独立的自己観、相互協調的自己観を
有するかどうかにかかわらず、回答者の多数派
(82.5%）が自己と外集団他者とが重複していない関係
性を選択していたことに留意する必要がある（Table
4）。すなわち、本研究において外集団他者として設定
した、よく知らない人たち（自分とは関係や交流がな
い人たち）との間では自己と外集団他者との関係性が
重複しているととらえている者が少ないことが結果に
影響している可能性がある。また、自己と外集団他者
とが重複してはいない関係性にある人たちにおいては、
セルフ・モニタリング特性の下位次元である他者志向
性が自己謙遜表出と関連しているという点で、関係配
慮的な自己謙遜表出を示唆する結果が得られている D
これらのことから、本研究で設定した外集団他者に対
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する自己謙遜表出は、自己と他者との関係性に規定さ
れた自己呈示規範によって影響された表出的行為とい
う側面が強いことが示唆される。
今後の課題
本研究では、自己謙遜表出を個々人に内面化された
文化的自己観によってガイドされた自己呈示行動のー
側面としてとらえたが、安藤（1994）が指摘している
ように自己呈示をどのように定義するかについてはさ
まざまな意見がある。 Jones& Pittman (1982）は、
自己呈示を特定の目標を達成するために行われる戦略
的なものであると考え、このような側面に限定して自
己呈示をとらえた。その一方で、 Schlenker& 
Weigold (1992）は、自己呈示を社会生活における基
本的な側面と考え、呈示される情報は基本的に「真実」
であり、行為者の目標や相手の期待や価値観に適合す
るものとした。本研究結果は、内集団他者／外集団他
者それぞれに対する表出的な自己謙遜について自己関
連概念、セルフ・モニタリング特性との関係性から日
本人青年の自己謙遜表出傾向が単純に文化的自己観と
のみ関連しているものではないことを示した。ただし、
内集団他者／外集団他者それぞれに対する自己謙遜表
出が行為者や受け手にどのような意味を持つのかは明
らかにできていないため、自己謙遜表出に対する他者
反応を媒介した効果など、自己謙遜が他の要因とどの
ように関連しうるかについては今後の検討課題である。
また本研究では、自己と他者との関係性（IOS）概
念に注目し、内集団他者／外集団他者それぞれに対す
る表出的な自己謙遜についても検討を行ったが、自己
と内集団他者／外集団他者それぞれとの関係性につい
て、個々人が内集団他者／外集団他者との関係をどの
ようにとらえているのかについて今後さらに精査して
いくことが必要とされるだろう。村本・山口（2003)
が指摘するように、集団における自己と他者との関係
性が相互配慮の規範に基づく関係性にあって自己と他
者との関係がお互いの自尊感情を支えあうような関係
性にあるのか、あるいはそれぞれの自尊感情を自ら
守っていくべき関係性にあるととらえているのかに
よって、内集団他者／外集団他者それぞれに対する自
己謙遜表出も異なる可能性があるだろう。すなわち、
内集団他者／外集団他者といっても、自己とそれらの
他者との関係性の質的側面は多様であることが考えら
? ?? ?
れ、自己と他者との関係性における自尊感情の高揚や
低下にかかわる対人行動や社会的比較の側面について
検討することも重要であろう。
要約
本研究の目的は、内集団他者／外集団他者に対する
表出的な自己謙遜について、日本人大学生211名（男性
83名、女性128名）を対象に検討することであった。具
体的には、内集団他者／外集団他者それぞれに対する
表出的な自己謙遜と、文化的自己観、セルフ・モニタ
リング特性、自尊感情、自己－他者関係性（IOS）と
の関連について検討した。測度は、内集団他者／外集
団他者それぞれに対する自己謙遜（守崎（2002）の尺
度のうち「自己卑下J下位尺度）、相互独立的－相互
協調的自己観尺度（高田、 2000）、セルフ・モニタリン
グ尺度 （Snyder(1974）によるセルフ・モニタリング
尺度の邦訳版）、自尊感情尺度（Rosenberg(1965）に
よる自尊感情尺度の邦訳版）、自己－他者関係性（IOS)
尺度（Aron,Aron, & Smollan, 1992）である。
重回帰分析の結果、内集団他者に対する自己謙遜と
外集団他者に対する自己謙遜とでは、異なる関連性が
示された。また、日本を含むアジア文化圏において支
配的であるとされる相互協調的自己観は、内集団他者
／外集団他者それぞれに対する自己謙遜いずれにおい
ても関連が認められなかった。さらに、セルフ・モニ
タリング特性の下位次元である外向性と他者志向性は、
内集団他者／外集団他者それぞれに対する自己謙遜の
いずれにおいても関連を有していた。これらのことか
ら日本人青年においては、表出的な自己謙遜は文化的
自己観による直接的な帰結なのではなく、種々の自己
関連概念と本研究においてセルフ・モニタリング特性
によって代表されたような対人関係上の価値観とによ
る複数原因的な帰結であることが示された。
内集団他者／外集団他者に対する表出的な自己謙遜の探究
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